
蝶の舞（加賀市指定無形民俗文化財）
菅生石部神社天神講に奉納される稚児舞。
千ニ百年の悠久の調べとともに雅が蘇ります。
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　 今月の主な内容

10月6日㈰は加賀市長選挙・加賀市議会議員選挙の投票日です … ６

市税の納め忘れはありませんか？……………………… ８                               

そうだ、商店街に出かけよう！  …………… 2
　特集
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9月の催し※ 各施設入館料　高校生以下・障がいのある人などは無料です。

◆山中節カルチャー教室
　・山中節唄教室
　　10月23日までの毎週水曜日　18時～20時
　　講　師：重

しげ
岡
おか

 正
まさ

子
こ

さ
ん（山中節振興会認定講師）

　・山中節舞踊教室
　　9月16日～11月25日までの毎週月曜日
　　9月19日～11月21日までの毎週木曜日　
　　19時～20時
　　講　師：藤

ふじ
間
ま

 勘
かん

生
お

さ
ん

　　（山中節振興会認定講師）
※両教室とも、入会金2,000円、受講料1,000円×回数、各回定員10人
　
●住所：山中温泉薬師町ム1　☎78-5523　●開館：8時30分～22時
●休館日：年中無休　●入館料：無料

◆常設展
　魯山人を含め、山代温泉に招待した細

ほそ
野
の

燕
えん

台
だい

、魯山人があ
えて師匠とも言った初代須

す
田
だ

菁
せい

華
か

を中心にゆかりの人の作品
を紹介します。

●住所：山代温泉18-5　☎77-7111　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　75歳以上250円

　九谷焼窯跡展示館
♦竹

たけ
内
うち

吟
ぎん

秋
しゅう

　没後100年　中
なか

村
むら

秋
しゅう

塘
とう

　砡
ぎょく

質
しつ

手
で

創出100年記念 
　近代九谷の名工たち　
　吉田屋によって復興した九谷焼
は、近代以降も竹内吟秋や、その
弟子初代中村秋塘など、数多くの
名工を輩出し、数々の名品が作り
出されました。近代九谷の芸術性
と高い技術の作品をぜひご鑑賞く
ださい。
　10月7日㈪まで

●住所：山代温泉19-101番地9　☎77-0020　●開館：9時～17時（入館は16時30分
まで）　●休館日：火曜日（祝日は開館）　●入館料：一般310円　75歳以上150円

　鴨池観察館

9月の各施設の休館日
九谷焼美術館 2日、9日、30日
加賀市美術館 3日、10日、17日、24日
雪の科学館 3日、4日、11日、18日、25日
魯山人寓居跡いろは草庵 4日、11日、18日、25日
九谷焼窯跡展示館 3日、10日、17日、24日
深田久弥山の文化館 3日、10日、17日、24日
芭蕉の館 4日、11日、18日、25日
※  北前船の里資料館、鴨池観察館、山中座は原則年中無休ですが、

今月は北前船の里資料館は19日・20日、鴨池観察館は24日～26
日、臨時休館します。

　魯山人寓居跡　いろは草庵
■9月の鴨池
　上旬には、坂網猟師さんと全国
から集まったボランティアによる、
湿地保全のための草刈りが行われ
ます。下旬になると、コガモやマ
ガモ、マガンたちが渡ってきます。

♦イベント「折り紙でトモエガモをつくろう！」
　世界的に数が少なく、絶滅危惧種に指定されているトモエガ
モ。極東ロシアで繁殖し、日本には秋冬に越冬のために飛来し
ます。片野鴨池には、日本に飛来するトモエガモの約半数が集
まります。このトモエガモを、折り紙で折ってみましょう。　
　1日㈰～11月30日㈯　9時～17時

★館内清掃とメンテナンスのため、9月24日㈫～26日㈭の
　3日間を臨時休館とします。

●住所：片野町子2-1　☎72-2200　●開館：9時～17時（入館は16時30分ま
で）　●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円

　山中座

　芭蕉の館
◆本

ほん
條
じょう

秀
ひで

太
た

郎
ろう

　芭蕉の名句を小唄で唄う三味線ライブ　
　1日㈰　19時～20時
◆山中温泉本町振興会芭蕉祭テント市　8日㈰　10時～16時
◆芭蕉茶会　18日㈬・19日㈭　20時～　参加費：8,000円
◆常設展　
　芭蕉ゆかりの真蹟や古俳書・
資料、人間国宝「川

かわ
北
ぎた

良
りょう

造
ぞう

」
の作品、山中漆器伝統工芸木
地蒔絵の名品を多数展示して
います。　

●住所：山中温泉本町二丁目ニ86-1　☎78-1720　
●開館：9時～17時　●休館日：水曜日　●入館料：100円

　深田久弥　山の文化館
♦彩

あや
花
か

布
ぬの

花
ばな

展と人形展
　（代表　西

にし
 外

と
喜
き

子
こ

さ　
　ん）

　7日㈯～16日㈷　※入場無料

♦加賀市ふるさとの自然ふれあい
　コンクール入賞作品展　
　市内小中学校の生徒さんの応募
作品より優秀作品を展示します。
　21日㈯～29日㈰　※入場無料

♦囲む会「木工家・早
はや

川
かわ

謙
けん

之
の

輔
すけ

」※聴講無料
　22日㈰　13時30分～15時
　講　師：高

たか
田
だ

 宏
ひろし

館長　

●住所：大聖寺番場町18-2　☎72-3313　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）　●入館料：一般300円　75歳以上150円

▲トモエガモの折り紙
　（制作：折り紙作家　西

にし
田
だ

良
りょう

子
こ

さん）

▲楽しく唄や踊りを習ってみませんか

歴史を物語る館内▶

マガン▶

▲布花とちりめん人形

▲加賀市指定文化財
　松尾芭蕉　「やまなかや」真蹟
　〔加賀市蔵〕

▲折り紙でつくったトモエガモが、どのように
　渡っていくか、観察館内の地球儀に貼ってみよう

▲安
あ

達
だち

陶
とう

仙
せん

　
　色

いろ
絵
え

山
やま

葡
ぶ

萄
どう

にエナガ鳥
とり

図
ず

飾
かざり

皿
ざら

〔個人蔵〕

北大路魯山人▶
色
いろ

絵
え

コマ筒
つつ

形
がた

向
むこう

付
づけ



♦第 10 回小学生イラスト原画九谷焼絵皿展～カラフルのりもの九谷やき～
　小学生対象に募集した「のりもの」イラストコンクールの中
から、入選作200点と入賞作品をもとに九谷作家に制作依頼し
た絵皿19点を展示します。　
　21日㈯まで　　※企画展示室のみ無料

♦第３回九谷焼伝統工芸士会作品展
　古九谷以来の伝統を受け継ぐ九
谷焼の伝統工芸士（経済産業省認
定）でつくる「九谷焼伝統工芸士
会」の作品展。
　28日㈯～10月27日㈰　　
※企画展示室のみ無料

♦魅惑の九谷優品展（前期展）　29日㈰まで
●住所：大聖寺地方町1-10-13　☎72-7466　●開館：9時～17時（入館は16
時30分まで）　●休館日：月曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　
75歳以上250円 　◆館内無料ガイドツアー：当館では、学芸員・解説ガイド
による館内のご案内をしています。どうぞご利用ください。
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施設ガイド ※ このコーナーでは、市内の文化・教養施設のイベント情報などを紹介します。

　九谷焼美術館 　加賀市美術館

　中谷宇吉郎 雪の科学館
♦ミニ企画「平成25年度　寄贈品の紹介」
　今年度に入って雪の科学館（加賀市）に寄贈された資料を、
宇吉郎とのゆかりも含めて特別展示コーナーで紹介します。
　10月28日㈪まで　

♦雪や氷の実験やってます！
　雪の科学館で氷のペンダントを作ってみませんか？他にもダ
イヤモンドダストやチンダル像の実験などがあります。
　

★「雪のデザイン賞」
審査・展示替えのため
9月3日㈫・10月29日
㈫は臨時休館とします。

●住所：潮津町イ106　☎75-3323　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　75歳以上250円

　北前船の里資料館
♦開館 30 周年記念　加賀市の船絵馬展　
　船絵馬は主に北前船の船頭や船主が航海安全を祈って地元の
神社に奉納したものです。橋立、塩屋、瀬越をはじめとする加
賀市内の神社には 100点余りの船絵馬が残されており、この中
から約 40点の船絵馬を特別展示します。55年ぶりに北海道か
ら里帰りした絵馬は初公開です。お見逃しなく！
　21日㈯～ 11月 10日㈰（会期中無休）
　※観覧料は資料館の入館料に含まれます。
　※入館先着 100人に 30周年記念限定グッズをプレゼントします。

●展示準備のため9月19日㈭・20日㈮は臨時休館とします。

◆館内では他にも船箪笥や古文書、船の中で使われた道具など
　北前船に関するさまざまな資料を展示
　しています。

★北前船の里資料館は今年、
　開館30周年を迎えます。

●住所：橋立町イ乙1-1　☎75-1250　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円　◆館内無料ガイ
ド：解説ガイドによる館内のご案内をしています。（事前予約申込必要）

▲優秀賞　湖北小4年 中
なか

嶋
じま

 海
しい

七
な

さん
　「昔も今もエコ」

◆常設展　いまよみがえる 加賀江沼の美術
　山

やま
田
だ

宗
そう

美
び

の鉄打出工芸、森
もり

本
もと

仁
に

平
へい

の風景画をはじめ、加賀藩
御
お

抱
かかえ

絵師の佐
さ

々
さ

木
き

泉
せん

景
けい

や大聖寺藩士が描いた山水画など、加賀
江沼の美術工芸作品を展示しています。また今回は、加賀山中
温泉にて開催される「芭蕉祭」に合わせ、俳聖松尾芭蕉が山中
に逗留した折、有名な「やまなかや…」の句をしたためたと伝
わる掛軸を特別に公開します。
（掛軸公開は10月3日まで）

◆第39回　加賀書道協会展　8月30日㈮～9月9日㈪　
◆河

かわ
島
しま

洋
ひろし

・河
かわ

島
しま

万
ま

璃
り

 作陶40周年記念展　14日㈯～23日㈷
◆正友会 一門展　18日㈬～23日㈷
◆写真研究会 わたすげ写真展　19日㈭～23日㈷　
◆今月の水彩画教室　 2日㈪　講師：長

は
谷
せ

川
がわ

 清
きよし

さ
ん

●住所：作見町リ1-4　☎72-8787　●開館：10時～18時（入館は17時30分ま
で）　●休館日：火曜日（祝日は開館）、展示替期間　●入館料：展示内容
によって変わります

▲優秀賞　山代小6年 北
きた

村
むら

 悠
ゆう

さん
　「大聖寺の流し舟」

▲山田宗美　
　鉄

てつ
打
うち

出
だし

布
ほ て い

袋置
おき

物
もの
〔個人蔵〕

▲加賀市指定文化財
　松尾芭蕉　「やまなかや」真蹟
　〔加賀市蔵〕

展示の様子▶

▲塩屋町八幡社奉納絵馬

氷のペンダント▶

▲池
いけ

島
しま

保
やす

雄
お

　青
せい

白
はく

磁
じ

七
しっ

宝
ぽう

文
もん

彫
ほり

鉢
はち

　

▲瀬越白山神社奉納絵馬



加賀市今昔写真集

人　口 … 71,618人〔＋15〕
　男…33,698人〔＋24〕　女…37,920人〔－9〕
     7月中の	 出生：54 人	 転入： 163 人
  　人口異動	 死亡：55 人	 転出： 147 人

世帯数 … 28,991世帯〔＋30〕

▪8月1日現在：住民基本台帳から　〔先月比〕 
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▲  第15回　北陸3県柴山潟一周20㎞ロードレース大会の様子(源平橋付近）

▲大聖寺十万石まつりでの大名行列の様子

▲ 国道305号線(大聖寺南町)の風景現 在

昭和47年

国道305号線（大聖寺南町）の風景

日
頃
、
見
慣
れ
て
い
る
も
の
も
自
分
が
思
っ
て
い

る
以
上
に
様
子
が
違
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  

昭
和
47
年
当
時
か
ら
、
道
路
の
様
相
は
変
わ
ら
な
い

も
の
の
、
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
、
道
路
沿
い
の
建
物

や
道
路
標
識
も
変
わ
り
、
電
線
や
電
信
柱
が
増
え
て

い
た
り
と
、
私
達
の
暮
ら
し
と
と
も
に
気
付
か
な
い

う
ち
に
変
わ
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
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※「広報かが」は、再生紙を利用しています。
　雑誌古紙として処理されれば再生可能です。

*kouhou@city.kaga.lg.jp　:http://www.city.kaga.ishikawa.jp/

今月が納期です 9月30日㈪まで

国民健康保険税（4期分）、後期高齢者医療保険料（6期分）、
介護保険料（4期分）、下水道受益者負担金（2期分）、
上下水道使用料・保育料・市営住宅使用料（各月分）

▶見知らぬ路地の散策が気に入っ
ておりまして、時間に余裕がある時
はウオーキングマシーンと化し、歩
いています。普段と違う佇まいや探
検をしてるような高揚感から、あの
角あの先までと歩き続けてしまい、
足の疲労を感じてはじめて、ここは
何処!?と黄昏れることも…。それで
も懲りずに、お気に入りの風景を少
しでも見つけていきたいと思って
おります。遠回りを恐れずに。

▶先月のあとがきを書いた時に、ま
たこの先しばらく暑い日々が続くの
だろうなあと思っていたのですが、
思っていた以上に今年の夏は非常に
暑く、いろいろと出かけたりして外を
歩いていると倒れそうなほどでした。
この先だんだんと過ごしやすい季節
になってくればいいなあと願いなが
ら、今回の特集タイトルにもあります
がまたいろいろと「出かけよう！」と
思った今月でした。


